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	① 2024年度総合政策学部FD活動方針
	② 2024年度総合政策学部FD活動計画
	1. 上記⑴に関して、Q2までに2024年度のプロジェクト研究の選考過程が明らかとなる。プロジェクト研究では、国際、環境、公共の各政策コースが選択されることから、総合政策学部の多面的な学修成果についてあらためて整理する契機となる。そのため、研修会を開催し意見を集約したい。
	2. 上記⑵・⑶に関して、2024年度中に研修会を開催したい。その内容は、総合政策学部の多面的な学修成果を明らかにできるエビデンスを収集し、可視化することである。これについて、現在、「能力版のDP」の検討を進めているところである。その進捗に応じてカリキュラムMAPの作成が必要となるため、適当な時期を見極め開催したい。


